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関
西
の
土
木
・
建
築

京
都
と
滋
賀
を
結
ぶ
主
要
幹
線 

国
道
１
号
逢
坂
。

か
つ
て
逢
坂
山
は
山
城
国
と
近
江
国
の
国
境
と
し
て
逢
坂
関
が
置
か
れ
て
い
た
。

逢
坂
山
隧
道
は
、ノ
ミ
や
ツ
ル
ハ
シ
な
ど
手
掘
り
で
約
１
年
８
か
月
か
け
て
完
成
し
た

日
本
人
の
技
術
者
・
技
能
者
に
よ
る
初
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル
で
、長
さ
6
6
5
m
。

1
8
8
0
年（
明
治
13
年
）竣
工
し
、東
海
道
本
線
下
り
線
と
し
て
、

廃
線
と
な
る
1
9
2
1
年（
大
正
10
年
）ま
で
40
年
余
り
使
用
さ
れ
た
。

長
州
藩
出
身
の
松
下
村
塾
の
門
下
生
で
、後
に
鉄
道
の
父
と
ま
で
崇
め
ら
れ
た

技
術
者
・
飯
田
俊
徳
が
工
事
の
監
督
を
務
め
た
。

当
時
の
逢
坂
山
隧
道
の
ほ
と
ん
ど
は
埋
め
ら
れ
、

現
在
は
東
側
隧
道
口
の
み
が
近
代
化
産
業
遺
産
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

重
厚
な
総
石
積
み
の
坑
門
は
今
な
お
完
全
な
形
で
現
存
し
て
お
り
、

坑
門
上
部
の
石
額
「
楽
成
頼
功
」は
時
の
太
政
大
臣
・
三
条
実
美
の
揮き
ご
う毫
に
よ
る
も
の
だ
。

日
本
の
ト
ン
ネ
ル
技
術
発
展
の
礎
を
築
い
た
逢
坂
山
隧
道
。

現
在
は
、京
都
と
大
津
を
結
ぶ
東
海
道
本
線
の
新
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
、

京
阪
京
津
線
の
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
、名
神
高
速
道
路
の
蟬
丸
・
大
津
ト
ン
ネ
ル
が

逢
坂
山
を
く
ぐ
り
抜
け
て
い
る
。

現在は東側隧道口のみが残っている。

日
本
初
！ 

山
岳
に
作
ら
れ
た
鉄
道
ト
ン
ネ
ル

—

逢お
う

坂さ
か

山や
ま

隧ず
い

道ど
う—

滋
賀
県
大
津
市
逢
坂
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